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【第 2回 学園授業交流会】 

10月 30日に、日の里東小学校と日の里中学校で授業交流会が行われました。 
３校の職員が参加し、2－2、6‐2、たんぽぽ学級の授業を参観し協議することで、

より良い指導方法について学びを深めました。 
指導の

方から、
子供達の
姿を、た
くさん価
値づけて
頂きまし
た。 

 

 

 

 

 

 

【日の里中学校文化祭】     【日の里地区文化祭】 

 

 

 

9年生は圧巻の歌声でした。     作品の掲示、ありがとうございました。 

【パトロールありがとうの会】日頃の感謝の気持ちをこめて、代表委員

会で話し合いながら準備をしてきました。いつも本当にありがとうございます。 

 

 ３日（日）文化の日 

 ５日（火）短縮時制（日の里学園職員研修のため）  

６日（水）３年：福祉学習  5 年：ソーイングボランティアの皆様来校 

７日（木）お日さま文庫読み聞かせ（１～４年） 

８日（金）5 年：トヨタ出張授業 むなかた子ども大学準備 

９日（土）学校の日 むなかた子ども大学の日  １３：３０～体験活動  

１１日（月）振替休日 

１３日（水）2 年：生活科見学  5 年：ソーイングボランティアの皆様来校 

１４日（木）3 年：習字教室 

１５日（金）4 年：習字教室  6 年：社会科見学 

２０日（水）日の里学園クリーン作戦  5 年：水泳学習 

２２日（金）６年：英検 ESG    

２３日（土）勤労感謝の日 

２５日（月）学校評価アンケート開始 

２７日（水）6 年：水泳学習 

２８日（木）3 年：習字教室  5 年：幼稚園交流 

２９日（金）支援学級交流（東小:体育館）５、６年：委員会活動 

《１１月のおもな行事》 

学園ＣＳの目標：地域を愛し，自分で考え，自分で行動する子どもの育成 
クリエイト：知識，考え方，行い方を作り出す子ども 

コミュニケーション：他者を思いやり伝え合う子ども 
チャレンジ：強い自分づくりに挑戦する子ども 

小中 一貫 ＣＳ 

いよいよ 11月 9日（土）はむな

かた子ども大学の日です。午前

中は学年単位での学習発表、午

後は保護者の方と希望講座を楽

しむ時間となっています。詳細

につきましては、すぐーるにて

お知らせしていますのでご確認

ください。子供達の笑顔のため

に、ご協力よろしくお願いいた

します。 

 

指導者から、

子供達の姿

をたくさん

価値づけて

頂きました。

子供達もう

れしそうで

した。 

【図に書いて、考えを伝え合おう（２の２算数）】 
【実際に並んで考えてみると…（２の２算数）】 

【今までの学習を生かして、何の水溶液か調べよう（６の２理科）】 

【紙コップを協力してつむ活動で、お互いがあったかい言葉を掛け合おう（たんぽぽ 自立活動）】 



【ご近所みちあそび in日の里東小】 

 毎年楽しみな「ご近所 みちあそび」。今年度は日の里東小と自然

公園の間の道で行ってくださいました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《「こころの脳」を育てる準備》 
長年、脳の発達と子育ての研究をされてきた成田奈緒子さんの

「子育ては脳が育つ順番に沿って行えばうまくいく」というお話。 

「からだの脳」「おりこうさんの脳」「こころの脳」の３つのうち、今月

は「こころの脳」を育てる準備について紹介します。 

こころの脳が実際に育つのは 10歳ごろからです。 

「自ら考えて行動する」 

「思いやりを持つ」 

「感情コントロールをする」 
そんな心が育つように、10歳までに準備をしていきましょう。 

やり方は簡単。大人がやってみせればいいのです。 

相手の事情に合わせて、順番や席を譲る。温かい言葉をかける。

子供が周囲に迷惑をかけたときは自ら謝る。大人の「どうぞ。」「あり

がとうございます。」「すみませんでした。」という声、表情、姿。それ

らを記憶することに意味があります。自分がもっとも信頼している大

人（親・先生等）のすることだからこそ、子供はその情報を強く吸収す

るのです。これらの経験の蓄積が、その後の思いやりのベースにな

ります。 

 

そして前頭葉を鍛える働きかけをしましょう。 

①「安心」をインプットする・・・子供が「不安」「痛い」「がっかり」など

の感情に駆られているときに、「大丈夫」をインプットしましょう。 

②言葉を引き出す・・・前頭葉は思いを言語化するときに活性化しま

す。日々の会話の中で、正解を求めて子供の発想を否定せず、自

由に語れるような働きかけをしましょう。 

③ルールを設定する・・・先々善悪を判断できるように「人として」生

きるために不可欠なことを中心にシンプルにつくりましょう。 
次回はいよいよ「こころの脳」の育て方です。 

成田奈緒子さん「子育てを変えれば脳が変わる」より 


